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【遠隔講演会報告】 

2021 年度遠隔講演会 

～ コロナ禍での快適性と感染防止 ～ 

 

薩本弥生 

 

横浜国立大学教育学部 

 

はじめに 

新型コロナウイルス感染拡大により、マスク着

用が日常となり、不自由な生活を強いられている

状況の中、（一社）日本家政学会被服衛生学部会

では、コロナ禍での健康と快適性の観点から「コ

ロナ禍での快適性と感染防止」のテーマを企画し、

12 月 12 日の午後に遠隔講演会を開催した。参加

者は講師を含めて 46名で部会員が 31名、非部会

員が 16 名であった。非部会員の参加が比較的多

く、コロナ禍でテーマへの関心の高さがうかがえ

た。 

基調講演として感染症予防に関わる観点での

マスクの評価技術に関してのご講演、暑熱環境下

での熱中症リスクとマスクを着装した時の温熱的

快適性に関わる内容での基調講演を 2名の先生方

をお迎えしてご講演いただいた。部会員の研究発

表では、熱中症の危険性に関わる医療用や作業用

の防護具着用時の温熱的快適性に関わる研究発表

を 2件、発表いただいた。 

 

講演 1 

「感染症予防に資する環境計測と微粒子可視

化技術」について、慶應義塾大学理工学部教授・

奥田知明先生よりご講演があった。COVID-19 の感

染症予防に関し、マスクおよびその素材による粒

子捕集効率等の実験結果、発声や楽器演奏時の飛

沫や飛沫核の可視化や計測、さらに室内環境にお

ける換気状況調査および二酸化炭素濃度を用いた

感染症対策への提言など、大変わかりやすく解説

いただいた。奥田先生は、もともと PM2.5 などの

粒子計測や評価を行っていらっしゃり、そのエア

ロゾル工学や大気科学、環境化学などの高い専門

性や技術が今回の感染症予防策にかかわる研究や

具体的な提言につながっていた。COVID-19 に限ら

ず、今後、様々な課題が社会で起きてくる可能性

があるが、その課題解決に対して、メカニズムを

知り正しく対処するためには、科学的な知見や技

術が必要であり、また、様々な専門性を協働させ

ていくことが重要であることを、実例をご紹介い

ただきながら学ぶことができた。 

（聖心女子大学 西原直枝） 

 

講演２ 

「感染症予防不織布マスク着用時の夏季熱中

症リスクについて」、横浜国立大学教育学研究科

教授・田中英登先生よりご講演があった。COVID-

19 などの感染症に対する予防に有効な手段とし

てマスクが広く用いられているが、使用に関して

は様々なトラブルが起こっていると考えられ、田

中先生は夏季における熱中症リスクに着目され、

研究を進められている。もともと、スポーツ時の

熱中症予防に関する研究がご専門であり、講演で

は人体生理の基礎から運動時のマスク着用を想定

した実験研究に関して解説いただいた。実験研究

は、不織布マスク着用により夏季において軽運動

時（90拍／分程度）では熱中症リスクが高くなる

ことは結論づけられないが、中等度運動時（130 拍

／分程度）には高まる可能性が示唆されたことを

最新のデータから説明いただいた。マスクを運動

時に使用する場合のリスクについて、様々な観点

から学ぶことができた。 

（福岡教育大学 堀雅子） 

 

研究発表１ 

「感染防護服着用時の生理・心理反応に関する

研究」について部会長であり高崎健康福祉大学健

康福祉学部教授の内田幸子先生にご講演いただい

た。新型コロナウイルス感染症の感染拡大で、医

師、看護師らが最前線で感染症に罹患した患者の

治療にあたっているが、医療従事者にとって二次

感染を防ぎ、感染経路を遮断し拡大を防ぐために

医療用防護服の着装が必須である。医療従事者を
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対象としたインタビュー調査・質問紙調査の結果、

感染防護服着用で作業時の温熱的負荷が非常に大

きいこと、動きにくいことが浮き彫りになった。

そこで、日本で入手可能な 5種の防護服について

着用実験を試み、着用時の衣服気候、生体負荷、

主観申告について検討した結果を報告いただい

た。防護服の温熱的快適性には、素材の透湿性、

通気性と防護服裏面の吸水性が大きく影響してい

た。また、透湿性の高い比較的快適な防護服を着

装していても個人用防護具 PPE（ゴーグル、マス

ク、内手袋、ゴム手袋）と長靴をフル装備すると

環境の気温が中庸でも温熱的負荷が高まることが

示された。医療機関では、今後も起こり得る新興

感染症の感染拡大に備えて感染防護服を備蓄する

必要がある。感染防護服の防護機能性と快適性は

相反するものであるが、医療従事者の要望に応え

るためには、着用時の熱ストレスの軽減、作業時

の動きやすさの改善が望まれると提言された。 

（横浜国立大学 薩本弥生） 

 

研究発表２ 

「夏季の建設現場における熱中症・感染症対策

と快適性に関する研究」について、部会員の神奈

川大学工学部傳法谷郁乃先生よりご講演があっ

た。建設現場では、労働中の熱中症の予防対策が

課題である上に高所対策も必要であり、さらには

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、負荷の

かかることは多い。2019 年頃から、8 割以上の作

業員がファン付き作業服を着用して作業してお

り、ファン付き作業服の良い点として作業服の中

のインナーがすぐ乾く、更衣回数が減るなどの利

点も挙げられた。ファン付き作業服とフルハーネ

スの装着順序についてもサーマルマネキンを用い

て着衣熱抵抗と開口部から吐き出される気流速度

の測定結果から、わかりやすく解説いただいた。

建設現場におけるマスクを装着した状態での作業

は精神的負荷の増加も考えられるため、より冷却

効果が高く、作業を妨げない作業服が大変望まれ

ている。着衣の快適性向上を目指す研究開発が喫

緊に求められていることを示していただきながら

学ぶことができた。 

（名古屋女子大学 間瀬清美） 

 

最後に 

新型コロナウイルスによる感染症は、最初にそ

の報告がなされてから 2年以上を経過した現在で

も世界各地に大きな影響を及ぼしている。ワクチ

ンの接種が一定の効果を上げた一方でオミクロン

株などの新たな脅威もあるため、マスク生活はし

ばらく続くと考えられる。感染防止のためにマス

クの着用が一定の効果があることが示された。一

方で温熱的負荷に関しては運動量が小さい時の熱

負担は大きくはないが、運動強度が高くなると熱

中症の危険性が高まる可能性が明らかとなった。 

医療従事者の感染防護服や労働環境の作業服

においては安全性のために全身を覆う必要がある

が、着用時の温熱的快適性は、作業能率や着用者

の健康面を考える上で大事な要素であり、さらな

る改善が求められることが明らかとなった。 

コロナ禍での生活で安全面と健康で快適な生

活の維持・向上のためにどのような工夫が必要か、

講演内容の知見を元に考えを深められた。今後の

生活に生かしていただけたら幸いである。 

お忙しい中、講演を引き受けていただいた講師

の先生方、公開講演会に参加いただいた皆様、本

講演会を開催するにあたりご協力いただいた企画

の先生方、部会長、副部会長の先生方にこの場を

借りて、感謝申し上げる。本当にありがとうござ

いました。 

 

 

＜連絡先＞ 

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-2 

横浜国立大学教育学部 薩本弥生 

TEL: 045-339-3307（研究室直通） 

Eメール：satumoto@ynu.ac.jp

 


